
 

１０月校長講話 ― 手をつなごう、共に生きる ー 

 10 月 8 日（水）の校長講話では、秋の深まり

を感じる話から始まり、続いて音楽会をふり返

りました。最後には、音楽会のエンディング曲

「手をつなごう」を取り上げ、“共に生きる”

という大切なメッセージを子どもたちと共有し

ました。     

講話の中では、どの学年も合唱団も、自分の

役割を果たしながら心を合わせて歌い上げたこ

と、そしてその素直な歌声が地域の方々にも感

動を与えたことが紹介されました。「南小の歌

声が変わってきた」「心が伝わる」といった温

かな感想が寄せられています。 

 学校長は「手をつなごう」の歌詞を朗読しながら、「生まれてきたことを祝福する」「違いを

認め合い、温もりを分かち合う」「笑顔を笑顔で守る」といった言葉の意味を子どもたちと一緒

に考えました。子どもたちからは、「笑顔で人を笑顔にできる」「みんなで支え合うことが大

切」といった意見が出て、互いを思いやる気持ちが確かに育っていることを感じました。 

 最後に学校長からは、「音楽会は終わっても、これからの学校生活の中で、友達のよさや自分

のよさをたくさん見つけ、違いを認め合いながら、笑顔を笑顔で守り合う南小であってほしい」

とのメッセージが伝えられました。 

 音楽会を通して学んだ「協働」「思いやり」「共に生きる」心を、日々の学校生活の中に生か

していけるよう、これからも職員一同で子どもたちを支えてまいります。 

 

子どもたちが輝いた音楽会 
  

１０月３日（金）の校内音楽会には、来賓の皆様、多くの保護者の皆様にご来校いただき、子ど

もたちの輝く姿をご覧いただくことができました。 

 

それぞれの学年の個性が発揮されたステージであったように思います。これも、子どもたちが自

分たちの願いや思いを会場の皆さんに伝えようと表現を工夫し、練習を積み重ねてきたからこそで

しょう。 
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演奏前、子どもたちは緊張した面持ちでステージに上が

っていましたが、演奏が終わるとホッと笑顔がこぼれまし

た。持てる力を十分出し切った音楽会。自分の役割を果た

すことで素晴らしい演奏に仕上がる経験を通し、友だちと

のつながりも一段と深まったようです。 

 

ご来場の皆様には子どもたちの演奏をお聴きいただきあ

りがとうございました。 

 

人権同和教育研修会 
 10 月８日（水）に、解放同盟中高地区の皆様、PTA 三役さんと学級会長さん、学校職員で人権

同和教育研修会を行いました。中高地区事務局様よりご講演いただき、グループに分かれて懇談を

しました。 

（参加者の感想から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

南小・東小５年生 オンラインでつながる外国語学習 
 

１０月 24 日（金）には、南小学校と東小学校の５年

生による合同オンライン授業が行われました。教科は外

国語、単元は「This is my hero」です。タブレット端末

の画面越しに東小の友達と顔を合わせ、互いに学び合う

子どもたちの姿が見られました。 

 

全体で先生の説明を聞いた後、児童はグループに分か

れて自己紹介と「my hero」の発表を行いました。英語

で自分の得意なことや好きなものを紹介したり、相手の

発表に拍手を送ったりと、温かい交流が生まれました。 

 

「my hero」の発表では、身近な人から憧れの人物まで、一人ひとりが思いを込めて紹介していま

した。相手を意識しながら伝える姿や、緊張しながらも最後までやり遂げる姿が印象的でした。ま

た、教室の中では子ども同士が自然に助け合う場面も見られました。友達の発表を優しく支えたり、

・大人は子どもたちを支えられるような対応や言葉づかいをしていくことが大切だと思った。 

・子どもの手本になることは難しいことではあるが、人権感覚を磨きながら日々子どもと関わることを

大切にしたい。 

・子どもは「違い」に出会ったとき差別してしまうことがある。その時々で教えることで、学んでいく

ことができる。生活の中で丁寧に向き合っていきたい。 

・差別を自分事としてとらえること。そのためにアンテナを高くして人権感覚を高めたり、継続してこ

のような研修会で学んだりすることが大切だと思った。 



言葉が詰まったときにそっと励ましたりと、互いの成長を支え合う雰囲気が感じられました。 

 

授業後には、「東小の人たちと一緒に学べてよかった」「またやってみたい」といった声も聞か

れました。遠隔教育と ICT を組み合わせた外国語学習の新たな可能性が感じられる時間となりまし

た。 

 

１０月 活動・行事 アラカルト 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせとお願い 

○１０月１１日（土）の資源回収は、PTA 役員さんをはじめ、保護者の皆様にご協力いただきまし

た。皆様のおかげで、円滑、安全に行うことができました。ありがとうございました。 

〇１１月２１日（金）は PTA 三役、厚生部、子育て委員の皆さんの給食センター視察、３年生保

護者の皆さんも参加しての給食試食会、授業参観、PTA 講演会、学級懇談会と盛りだくさんの内

容となっています。ご多用のところとは思いますが、ご都合を付けられ、ご来校いただきますよ

うお願いいたします。給食センター視察に行かれる皆さんは、１１:１０に給食センターにご集合

ください。なお、お車は中学校プール敷地内に駐車してください。 

○風邪、インフルエンザ等が流行しやすい時期を迎えました。体調がよくない場合は、早めに医療

機関を受診し、外出や登校を控えることをご検討ください。校内はかなり冷えます。暖房を適宜

使用していきますが、衣服でも温度調節ができるよう重ね着をするなどご配慮をお願いいたしま

す。 

〇本通信で遠隔授業の取組を紹介しましたが、明日１０月３１日（金）は 「つなぐ、つながる南小 

学校開放」を実施いたします。当日は、本校が力を注ぐ遠隔授業、連学年合同授業、地域連携授

業、教科担任制による授業など、南小ならではの学びを公開いたします。ぜひこの機会に南小学

１年生は芋ほりをしました。顔よ

り大きなサツマイモが採れまし

た。 

２年生はりんごの摘花作業をし

ました。保護者の皆様にもお手

伝いいただきました。 

３年生は ESD で取り組むおやき

作りに挑戦しました。回を追う

ごとに活動が深まっています。 

４年生は県めぐりを行いまし

た。写真は松本城での記念の一

枚です。 

５年生は社会見学で行った NHK

長野放送局で、キャスター体験

をしました。 

６年生は社会見学で県立歴史館

を訪れました。昔の人々の生活

に思いを馳せました。 



校の教育に対するご理解を深めていただき、地域と学校が力を合わせて子どもを育む「協働の学

校づくり」への一歩となれば幸いです。皆さまのご参観を心よりお待ちしております。 

 

１１月の予定 
３日（月） 文化の日 

４日（火） なかよし旬間（～2１日まで）  

５日（水） 校長講話 メディアコントロール週間②（～１２日） 

７日（金） 6年やまのうち EＳＤ交流会  

１１日（火） 児童会⑧ 就学児健康診断  

１２日（水） 児童集会⑤ 体重測定（高） 

１３日（木） 体重測定（低） 

１４日（金） 校内 ESD 発表会① 

１９日（水） 全校運動⑥ 

２１日（金） 給食センター視察、給食試食会、授業参観、PＴＡ講演会、学級懇談会 

       CS 運営委員会② 

２３日（日） 勤労感謝の日 

２４日（月） 振替休日 

２５日（火） 読書旬間（～１２/５） 児童会⑨ 

 ２６日（水） 避難訓練③ 全校音楽⑤ 

 

 


